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集
っ
て

話
し
て

み
な
さ
ん
の

声
を

市
政
に

許
市
庁
舎
な
ど
の
改
築

　
現
在
の
庁
舎
は
、　

年
が
経

４９

過
し
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
へ
の
対
応
不
足
や
窓
口

業
務
の
分
散
な
ど
、
市
民
の
利

便
性
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は

平
成
　
年
度
か
ら
庁
舎
建
替
え

２４

の
準
備
を
進
め
、
今
年
度
は
、

「
富
良
野
市
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
（
案
）」
を
作
成
す
る
た
め
、

公
募
市
民
、
市
議
会
議
員
、
市

職
員
、
関
係
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
の
課

虚
鉄
路
の
あ
り
方
　

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
平
成
　
年
　

２８

１１

月
、「
当
社
単
独
で
は
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
な
線
区
」
と
し
て

　
路
線
　
線
区
を
発
表
し
、
そ

１０

１３

の
中
に
根
室
線
と
富
良
野
線
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
鉄
路
は
、

地
域
住
民
の
生
活
の
足
を
支
え

る
と
と
も
に
、
農
作
物
の
貨
物

輸
送
や
観
光
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
を
進
め
る
上
に
お
い

て
も
重
要
な
社
会
資
本
で
す
。

国
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
２
年
間
で

総
額
４
０
０
億
円
台
の
支
援
を

す
る
と
発
表
し
、
あ
わ
せ
て
地

方
自
治
体
か
ら
の
支
援
も
求
め

　
地
域
懇
談
会
　
今
年
の
テ
ー
マ
は

富良野市　

北　　猛　俊　市 長

て
い
ま
す
。
鉄
路
の
問
題
は
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
徹
底
し
た
経
営

努
力
を
前
提
と
し
て
、
国
、
地

方
自
治
体
、
地
域
住
民
が
必
要

な
支
援
・
協
力
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
路
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
す
。

題
や
備
え
る
機
能
な
ど
の
条
件

を
整
理
し
、
新
庁
舎
の
規
模
や

事
業
費
な
ど
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
地
域
懇
談
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
利
用
の
し
や

す
い
庁
舎
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
。

未来をつくろう

市民と市長の

地域懇談会

▲ＪＲ根室本線対策協議会（８月）

市民目線のまちづくりを進めます

▼▼日程（各会場とも午後6時30分から日程（各会場とも午後6時30分から））

９月２０日鰹木 麻町児童センター

９月２１日鰹金 朝日会館

９月２８日鰹金 北の峰コミセン

１０月２日鰹火 末広コミセン

１０月３日鰹水 東春地区コミセン

１０月９日鰹火 西地区コミセン

１０月１６日鰹火 南コミセン

１０月１９日鰹金 栄町コミセン

１０月２２日鰹月 瑞穂コミセン

１０月２４日鰹水 山部福祉センター

１０月２６日鰹金 東山支所

１０月２９日鰹月 布部会館

１０月３０日鰹火 麓郷集落センター

１１月６日鰹火 布礼別集落センター

１１月７日鰹水 鳥沼会館

　市の主な行政課題について説明し、市民のみなさんと一

緒に富良野市の将来のまちづくりについて考える地域懇

談会を、９月２０日鰹木 から全15回開催します。今年は、「鉄

路のあり方」「市庁舎などの改築」がテーマです。居住地

に関わらず、どの会場でも参加できますので、多数の参加

をお待ちしています。（申し込みの必要はありません）

▲新庁舎建設検討委員会（８月）
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